
 

 

第５号様式（第６条関係）  

 

   城山 中学校 学校運営協議会会議録 

 

会 議 の 名 称 第４回 城山中学校 学校運営協議会 

開 催 日 令和６年 ３月 ５日（火） 

開 催 時 間 １７時００分 ～ １８時００分 

開 催 場 所  城山中学校 校長室 

出 席 者 
校長 教頭 学校運営協議会委員２名 

総括教諭５名 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 ０ 

会 議 の 内 容 

【議題】 

   １．学校評価報告 

   ２．協議 

 

【主な意見・決定事項など】  

１．学校評価報告書 

〇校内研究・授業実践について  

・本校では今年度、校内研究のサブテーマ「～自ら考え、発信できる力を

つけるために～」を設定し、校内研究を実践している。 

・アンケート項目に関しては生徒、保護者ともにおおむね肯定的である。 

今後も教員の授業改善への意識を高めていきたい。  

〇行事・生徒活動について  

・生徒が自ら考え、生徒が主体となって活動できる環境づくりに努めた。

今後も生徒が主体となり活動できる行事運営を行っていきたい。 

〇学校生活全般について 

・生徒たちが安全安心に生活できる環境づくりに努めている。また、今年

度は避難訓練と併せて、綾瀬市消防本部のご協力をいただき、煙体験や胸

骨圧迫、消火訓練などの防災体験講習会を実施した。 

・学校教育目標の「共に生きる人」を実践してくために、道徳教育にも力

を入れて取り組んでいる。今後も自他の違いを認め合える人間関係作りに

努めていきたい。 

〇生徒指導・支援について  

・９割以上の生徒が学校生活を満足に送れているという肯定的な意見とな

っている。また、近年の様々な考え方や多様性に対応していくために今後

も道徳教育の充実やソーシャルスキルトレーニングを実施していきたい。 

・いじめの早期発見に関しては今後も粘り強い取組と未然防止の啓発に力

を入れていきたい。  



 

 

〇学校・保護者・地域の連携について  

・「学校だより」についてはデジタル連絡ツールを活用し、保護者へ情報発

信を行っている。また、各学期ごとに懇談会を実施し、適切な情報提供を

行えるように努めている。今後も対面とデジタルツールの両方を活用し、

連携を充実させていきたい。  

 

 協議 

・「あまり思わない」・「思わない」の生徒たちにどう対応していくかを今後 

の課題として考えて取り組んで欲しい。 

→今回のアンケート項目の数字を見て、全教職員が一丸となって安全で安 

心して生活できる学校づくりに取り組んでいきたい。  

・それぞれの先生が「こんな学校にしたい」・「こんな生徒を育てたい」を

共有していける環境づくりをしていって欲しい。 

→学校として、現状をしっかりと受け止め、校内研究や教職員研修をとお

して、今後も取り組んでいきたい。  

 

【配付資料】 

学校評価報告書 

次回開催予定   

 


